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＜ベットコントロール＞
・小山田　順様～北病棟へ転出となっています。

・中居　亮子様～南病棟から西病棟30号室へ転入となっています。

・清水　徹様、三浦　常雄様～29号室へベッド移動しています。

＜患者様連絡事項＞
・中居　伊佐男様～PL顆粒3日分処方となっています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・蛯名　政行様～使用済の洗濯物はリネン庫へ収納する事としています。周知して下さい。

・下村　光子様～外出中の本人より病棟へ連絡あり。「両親と話して自宅退院にした」と話されています。母様へかわってもらい意向確認し、自宅退院で同意しています。アパートの契約は断ったとのことです。PSW、主治医へ伝えること説明しています。
・斎藤　めぐみ様～2月27日11:00退院希望聞かれており、主治医へ情報提供しています。
＜要注目患者様ケース検討＞
・森　ひで様～朝昼はほぼ全量摂れています。バイタルは頻脈以外異常はありません。点滴トラブルも無し。引き続き精神症状及び身体症状の観察をしていきましょう。
・飯岡　未来様～胸や頬を叩く行為ありますが、その他奇異行為は無し。他者トラブルに注意し、精神症状の観察をしていきましょう。
・向井　敦子様～昼食のレストラン誘導時に転倒したと情報あり、後頭部に5㎝×5㎝の瘤あり。疼痛はあるも他自覚症状等なし。血圧124/86ｍｍｈｇ。日直医の今川Drへ状態報告し経過観察の指示あり。
＜SST評価検討＞
特記事項なし。

＜転入情報＞

中居　亮子様　(84)　女性  主治医：金Dr.　医療保護入院

　　　　　　　　　　　　　担当Ns：多胡Ns
疾患名：混合型認知症　　合併症：非弁膜症性心房細動、統合失調症、高血圧症、高脂血症、胃潰瘍、腰痛症、アレルギー性鼻炎
精神症状：被害妄想、暴言、不穏、徘徊

急変時：救急搬送

処置：①痒い所　トプシクリーム(境皮膚科より処方)
　　　　　　　　※当院では、代替としてデルモゾールDP軟膏あり

　　　②点眼2種類：タプロス点眼液0.0015%(朝、両目)点眼後、目を閉じて洗顔

　　　　　　　　　　アゾルガ配合懸濁性点眼液（朝・夕、両目）他点眼薬とは10分以上あける
退院支援：退院先についても当初は施設としていたが、金銭面の理由で施設か自宅か迷っ

ている状態。生保申請し施設入所も手段としてあることは説明したが、生保申

請はなかなか決断できずにいる。

　　　　　※主治医は、自宅ではなく施設の方向でと話している。

　　　　　年金が約8万円/2ヶ月のため、5～6万円で入所できる施設希望。
食事・排泄(布パンツ使用・失禁なし)・清潔は自立

買い物カード：家族管理　3000円/月を目安。日用品ななどで足りないものがある時は家族へTEL。
洗濯：家族洗濯でCS契約なし。
間食制限：なし

感染症：梅毒[TPHA(+)]
頓服薬：不穏・興奮時)リスペリドン内用液(0.5)1P
　　　  不眠時)ルネスタ(1)1T

　　　　入院後、頓服使用歴なし。

・夜間、マスク着用(家族は毎日交換希望で持参されている)のため、毎夜声掛けをお願い
します。

・持参のアロエクリームは本人希望時渡している。

・介護度：要支援1（有効期限R3.2.28 ※R3.2.5調査済み）
・インフルエンザ予防注射は、入院前に実施済み。
